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「お父さん、そもそも"外国人参政権"って何なの？」 
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「参政権は、政治に参加できる権利の事だよな。
じゃあ、政治に参加する為には何が必要だと思う？」 
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「べ、勉強かな……？」
「そうだな。政治には学校で習う日本の歴史・社会科・公民・文化教育が必要だ。
その中で、過去に日本でどんな事が起き、どう解決してきたのか。
日本文化の特色を知り、現在の経済体制、政治の仕組みを知らないと、
参政権があっても、どうやって国を良くしたらいいかわからないよな」

「でも、外国人の人達は自分の国で、自分の国の歴史・経済・文化を習うよね」
「そう。『他国の政治に参加する為の教育』はどこの国も受けていない。
日本で政治に参加すると、彼らは自分の国と定住している外国、
二重の国文化・政治価値観を持つことになる。
例えば彼らが政治で宗教に重きを置く性質を持っていても、
日本は政教分離がルールだから、その価値観を受け入れることは出来ない。
日本の経済は資本主義だが、彼らが国で共産主義の価値観を学んだ人間だったら？
日本の政治に合わせて、彼らは自分達に馴染んだ価値観を変えられるだろうか？
だからといって彼らの価値観を受け入れると、日本経済が崩壊し、混乱が起きる」
　「むずかしそう…国の歴史や教育、経済体制や宗教、文化の違いって、
政治の場面では大きいものなんだね」

「彼らが背負ってる歴史や、祖国で学んだ価値観の違いで起きる政治問題は、

『友愛』とか『人間誰でも分かり合えるとか』いう観念的な言葉では解決できない。

彼らが日本の政治に参加しても、日本は法治国家で法のルールがあるから

彼らを受け入れて日本が損害を被り、国民全体の生活が危機に瀕するならば、

在日外国人参政権付与法案は反対しなければいけない。
それが人種差別や排斥主義ではないのはわかるよな？
彼らも私達も困るからだよ」
「そして、日本国民の三大義務と権利には、教育の義務と権利が入っているね
日本の歴史・公民・文化教育があって初めて、参政権を活用する事が出来るからだ。　　　　　　　

奏、日本国民の三大義務と権利を言ってみろ」


　「義務は教育・勤労・納税。権利は教育・生存・参政権！」


　「権利の最後に出て来たのが"参政権"だな。
今、外国人に日本が無償で与えようとしている物だ」

「三大権利の一つを、外国人に差し上げちゃうの？
日本で参政権を活用するのに必要な「教育」とは違うものを
自分の国で学んできた人達なんだよね？それは政治的に困るんだよね？」 
「困るから憲法違反なんだ。日本国憲法第15条に"公務員を選定し、
及びこれを罷免することは、国民固有の権利である"とあるから、
これは"日本国民"の権利で、外国人には与えられてない。
外国人参政権というものは本来、憲法違反です、の一言で終るものなんだ」

「待って、じゃあどうして今、問題になってるの？」

「外国人参政権付与を執拗に求めるグループがいるんだ。

『参政権を寄越せ』という外国人の裁判は幾つかあったが、全て棄却されて来た。
平成７年にも地方参政権を争う裁判があったが、最高裁で上告が棄却されている。
だがこれが他の裁判と違ったのは、余分な"傍論"が付いた点だ」

　「ぼうろん？」 

　「傍らの論。裁判官の参考意見とか、独り言みたいな物で、
法的には何の拘束力も無い"つけたし"だな。
だが、これが参政権を欲しがる一部の連中を喜ばせた訳だ。
傍論は、園部逸夫と言う裁判官が言った。
"地方公共団体の長や議員の選挙で、定住外国人に選挙権を与えることは
憲法上禁止されていない。地方自治の本旨から見てまったく憲法違反だとは
言い切れない"とね」 
　「え？　判決で"外国人に参政権を与えるのは憲法違反です"と棄却したのに、
つけたしで、"定住外国人に地方参政権をあげるのは禁止されて無い"
そう言ったってコト？　矛盾してるよ？日本じゃ憲法違反なんでしょ？」
　「これをきっかけに、"まずは地方参政権を外国人に与えよう"
と言う動きが"根拠"を経て現在に繋がる訳だな。話についてきてるか？」

※外国人参政権　参照：ウィキペディア　http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E5%8F%82%E6%94%BF%E6%A8%A9
「う、うん、何とか。きっかけは分かった。地方参政権って言うのも分かる。
えっと、外国人参政権は日本に居るすべての外国人が貰うの？」 

「さて。参政権には、"地方参政権""国政参政権"の二種類有る。
今回、外国人に与えようと言っているのは"地方参政権"の方だ。
賛成派は"長い間日本に住み、地域社会に貢献している外国人に、
地域の政治に参加して貰うのは当然"と言っているな」
「税金を収めてるから参政権も、って意見を聞いたことがあるよ。
でも税金は日本の公共施設・医療・手当などを受ける為に払うものだから、
税金を払う事で彼らは公共サービスを受けられる。その事に参政権は関係ないよね。
彼らの貢献に感謝するなら、法治国家の日本で憲法に違反する外国人参政権を
与えるんじゃなくて、私達が彼らの分まで良い政治をすればいいんじゃない？
その為に参政権があって、日本人は学校で教育を受けてるんだよね？」

「その通り。他にも賛成意見には、
『国政はだめでも地方ならいいのではないか』『海外では認められている』などがある。
外国人地方参政権は上で述べたように基本的に違憲だし、
竹島の日条例や五輪招致、公安・教育委員会の例のように、
地方であっても国家的・国際的規模の影響を与える事がある。
国会議員の選挙は地方議員を通じて国会議員に働きかけることも可能だから、
『地方ならいい』という理由にはならない。
また、海外の例と日本では、憲法・国土・人口・実施条件が違うから参考にならない。
他国がやっているからという理由で、危険を孕んだ法案を通す訳にはいかないんだ」
「そうだよね。諸外国の一部では、反日教育を実施している国もあるし、
私達が政治の為に教育で学ぶ価値観とは違いすぎるのも問題だよね。
参政権を与えても彼らのベクトルが日本の破壊と内部侵略だった場合、
政治的に目指す方向が全く違うし、国が混乱しちゃうよね」
「実は、日本解体への時限装置になるような法案は現在、幾つも控えている。
外国人参政権は単にその一つに過ぎないんだ」


「……またまた。そうやって私を脅かそうとしてるんでしょお父さん」 


「まず通るのが、従来の家族文化を崩壊させる"夫婦別姓"。
次に児童ポルノを口実に、創作物を取り締まる"児ポ法"。
インターネットの言論・情報を規制する"ネット規制"。
対象者の人権を無視して即逮捕の"人権擁護法案"。
外国人参政権付与より無理のある内容の"外国人住民基本法"。
認知により誰にでも日本国籍を与える"国籍法改正法案"。
"国立国会図書館法の一部を改正する法律案"
"沖縄一国二制度（沖縄売り飛ばし）"。

"移民1000万人受け入れ（主に特定三国から）"
"北朝鮮への経済制裁解除"
"従軍慰安婦への保障"（※戦後賠償は済んでいる）
"IMF（国際金融機関）を通さず韓国へ経済支援"
"国家主権の委譲を柱とした日本憲法改悪"
"帰化の簡潔化"
"CO2排出権取引"
"日本国憲法改悪"　…などなど、目白押しだ。頭が痛くなってくるなまったく」
 「そんなにあるの！？誰がそんなこと考えてるの！？

こんなのテレビとかで全然やってないじゃん！酷いし怖いよ、なんなの…」 
「これらが全て通ると、日本人の言論が完全に封殺されるので、

外国人参政権を推している人間達が喜ぶことになるのは確かだな
テレビで報道されないのは、マスコミも荷担しているからさ」 

「このままいくと日本は解体しちゃうの！？ずっと平和な国だと思ってたのに！」
「平和は黙っていて手に入るものじゃないよ。日本はご先祖様が残してくれたものだ。

子孫に平和な状態の日本を残すには、いま戦わなければいけないんだ。
今じゃ日本らしいものはタブー視される妙な世の中だが、それもおかしな事だよ」
「日本を『神の国』という表現で表せばマスコミが反発を示すが、
神といってもスピリット、精神の方の意味なんだよ。
昔村を開拓した人達や、豊かな土壌を感謝で奉ったものが神社で、
それは先人や土地を敬う一般人の望みで作られたんだ。
日本最大の神社・伊勢神宮では、お米を炊けて食べられる事へ感謝を示す行事が、
古い手順で火おこしから行われている。
ご先祖様や自然豊かな地域、日々の生活に感謝する精神の国というのが
『神の国』の語源だよ。そういった古い生活風習や文化を守り、後世へ伝え、
受け継いでいくのが天皇家の人達なんだ。日本のシンボル、日本文化の象徴だね」
「そうだったんだ。意味を知れば普通の事だし、生活に対する感謝の心は大事だね
日本国旗の日の丸は『万物を育てる太陽』、
君が代は、『私達が安息の日々を過ごせますように』って意味なんだよね。
戦争の象徴だって言って、国旗や国歌を良く思わない人がいるけど、
私はこういう意味を残してくれたご先祖様に感謝したいよ」
「そうだな。日本は、大和の国というように、昔から大きな和を持って
一つに団結する民族性があったんだ。そうやって日本を住みよい国にしようと団結し、
一生懸命は働いてくれたご先祖様のお陰で、今の豊かな日本があるんだよ。
だから今生きている私達は、お前の未来の子供やそのまた子孫の為に、
日本の根幹の精神文化を揺るがす危険な法案から日本を守らないといけないんだ」
「私も、今自分を出来ることを精一杯やるよ。
お父さんも仕事の合間に一生懸命頑張ってるし、

街宣を右翼とかいう人もいるけど、あそこにいる人達はみんな一般人だもんね」
「その意気だ、みんなが本気になって行動すれば、出来ない事なんてないんだからな」

【反対意見の例】　（※コメント欄に読者さんが書いていた例をここに）
「韓国でも認められているから、在日韓国人にも認めろ」
→１．在日韓国人の数は、約50万人と非常に多いのに比べ、
在韓日本人の数はわずか300人程度であり極めて不公平である。相互主義が成立する条件にない。
（外国人参政権に反対する会・全国協議会　公式サイト　Q&Aより
http://www.geocities.jp/sanseiken_hantai/hantai_sulu_liyuu.htm#3）
２．韓国では地方選挙権を与える前提として、韓国の永住権を取得する必要があり、
そのためには韓国に200万ドル（約２億円以上）の投資を行ったり、
あるいは高収入であることなど、厳しい条件が課されている。
実際に韓国で参政権を与えられる外国人は、ほんの一握りに過ぎない。

　　「参政権は自然権だから、外国人にも与えられるべき」
　　　→自然権とは、「国家成立以前に 人が生まれながらにして有するとされている権利」のこと。
参政権は、国家がなければ存在しえない権利なので、自然権にあらず。

漫画本編　http://at9-bloods.maxs.jp/gsgs/index.html
作品名　「街宣！街宣！」　　　　作者　富田安紀子先生

ウェブサイト　At NIGHT ―Aチケットナイト―　
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